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カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 
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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 



資料中の「日立製作所」、「日立XX」等名称の株式会社ルネサス テクノロジへの変更について

　2003年4月1日を以って三菱電機株式会社及び株式会社日立製作所のマイコン、ロジック、

アナログ、ディスクリート半導体、及びDRAMを除くメモリ（フラッシュメモリ・SRAM等）を含む

半導体事業は株式会社ルネサス テクノロジに承継されました。従いまして、本資料中には 

「日立製作所」、「株式会社日立製作所」、「日立半導体」、「日立XX」といった表記が残っておりま

すが、これらの表記は全て「株式会社ルネサス テクノロジ」に変更されておりますのでご理

解の程お願い致します。尚、会社商標・ロゴ・コーポレートステートメント以外の内容につい

ては一切変更しておりませんので資料としての内容更新ではありません。

ルネサステクノロジ ホームページ （http://www.renesas.com）

2003年4月1日

株式会社ルネサス テクノロジ

カスタマサポート部

お客様各位



ご注意

安全設計に関するお願い

1. 弊社は品質、信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品は故障が発生したり、誤動作する場合があり

ます。弊社の半導体製品の故障又は誤動作によって結果として、人身事故、火災事故、社会的損害などを

生じさせないような安全性を考慮した冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計などの安全設計に十分ご

留意ください。

本資料ご利用に際しての留意事項

1. 本資料は、お客様が用途に応じた適切なルネサス テクノロジ製品をご購入いただくための参考資料であ

り、本資料中に記載の技術情報についてルネサス テクノロジが所有する知的財産権その他の権利の実施、

使用を許諾するものではありません。

2. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他応用回路例の使用に起因する損害、

第三者所有の権利に対する侵害に関し、ルネサス テクノロジは責任を負いません。

3. 本資料に記載の製品データ、図、表、プログラム、アルゴリズムその他全ての情報は本資料発行時点のも

のであり、ルネサス テクノロジは、予告なしに、本資料に記載した製品または仕様を変更することがあ

ります。ルネサス テクノロジ半導体製品のご購入に当たりましては、事前にルネサス テクノロジ、ルネ

サス販売または特約店へ最新の情報をご確認頂きますとともに、ルネサス テクノロジホームページ

(http://www.renesas.com)などを通じて公開される情報に常にご注意ください。

4. 本資料に記載した情報は、正確を期すため、慎重に制作したものですが万一本資料の記述誤りに起因する

損害がお客様に生じた場合には、ルネサス テクノロジはその責任を負いません。

5. 本資料に記載の製品データ、図、表に示す技術的な内容、プログラム及びアルゴリズムを流用する場合は、

技術内容、プログラム、アルゴリズム単位で評価するだけでなく、システム全体で十分に評価し、お客様

の責任において適用可否を判断してください。ルネサス テクノロジは、適用可否に対する責任は負いま

せん。

6. 本資料に記載された製品は、人命にかかわるような状況の下で使用される機器あるいはシステムに用いら

れることを目的として設計、製造されたものではありません。本資料に記載の製品を運輸、移動体用、医

療用、航空宇宙用、原子力制御用、海底中継用機器あるいはシステムなど、特殊用途へのご利用をご検討

の際には、ルネサス テクノロジ、ルネサス販売または特約店へご照会ください。

7. 本資料の転載、複製については、文書によるルネサス テクノロジの事前の承諾が必要です。

8. 本資料に関し詳細についてのお問い合わせ、その他お気付きの点がございましたらルネサス テクノロジ、

ルネサス販売または特約店までご照会ください。



www.renesas.com

U
ser’s M

anual

HI8-3X 
ユーザーズマニュアル

Rev.2.00　1993.03

ルネサスマイクロコンピュータサポートソフトウェア
Industrial Realtime Operating System H8/300

























































































































































































































































































































































































神奈川県川崎市中原区下沼部1753 〒211-8668

HI8-3X

ADJ-702-107A

ユーザーズマニュアル


	H8/300シリーズ展開図に戻る
	H8/300Lシリーズ展開図に戻る
	第1章概説
	1.1概要
	1.2特長
	1.3構成
	1.4システムの構築手順

	第2章ニュークリアス
	2.1概要
	2.2タスク管理、タスク付属同期管理
	2.2.1タスク管理、タスク付属同期管理の概要
	2.2.2タスクの並列修理
	2.2.3タスクの状態
	2.2.4タスクの登録
	2.2.5タスクの起動
	2.2.6共有タスクスタック機能によるタスクの起動
	2.2.7タスクの中断・再開
	2.2.8タスクの終了
	2.2.9タスク実行中の割込みのマスク
	2.2.10タスク作成上の注意

	2.3同期・通信管理
	2.3.1同期・通信管理の概要
	2.3.2イベントフラグ
	2.3.3セマフォ
	2.3.4メイルボックス

	2.4時間管理
	2.4.1時間管理の概要
	2.4.2ハードウェアタイマとソフトウェアタイマ
	2.4.3時間の管理
	2.4.4タイマ処理ハンドラ(タイマ初期設定ルーチン、タイマ割込み処理ハンドラ)
	2.4.5タイマ処理ハンドラの登録

	2.5割込み管理
	2.5.1割込み管理の概要
	2.5.2割込み処理ハンドラ
	2.5.3未定義割込み
	2.5.4割込み処理ハンドラの注意事項

	2.6システム起動処理
	2.6.1システム起動処理の処理概要
	2.6.2ユーザリセットルーチン

	2.7システムの異常終了処理

	第3章システムコール
	3.1概要
	3.2システムコールインタフェース
	3.2.1パラメータ名称の統一的な省略形
	3.2.2エラーコード
	3.2.3アセンブラインタフェース
	3.2.4Cインタフェース

	3.3タスク管理システムコール
	3.3.1sta_tsk(Start Task)タスクを起動する[タスク部用]
	ista_tsk(Interrupt Start Task)タスクを起動する[非タスク部用]

	3.3.2ext_tsk(Exit Task)自タスクを正常終了する[タスク部用]
	3.3.3chg_pri(Change Task Priority)自タスク優先度を変更する[タスク部用]
	3.3.4get_tid(Get Task Identifier)自タスクのIDを得る[タスク部用]
	3.3.5tsk_sts(Get Task Status)タスクの状態を見る[タスク／非タスク部両用]

	3.4タスク付属・同期システムコール
	3.4.1slp_tsk(Sleep Task)自タスクを待ち状態へ移行する[タスク部用]
	3.4.2wai_tsk(Wait For Wakeup Task)自タスクを一定時間待ち状態に移行する[タスク部用]
	3.4.3wup_tsk(wakeup Task)待ち状態のタスクを起床する[タスク部用]
	iwup_tsk(Interrupt Wakeup Task)待ち状態のタスクを起床する[非タスク部用]

	3.4.4can_wup(Cancel Wakeup Task)タスクの起床要求を無効にする[タスク部用]

	3.5同期・通信管理システムコール
	3.5.1set_flg(Set Event Flag)イベントフラグをセットする[タスク部用]
	iset_flg(Interrupt Set Event Flag)イベントフラグをセットする[非タスク部用]

	3.5.2clr_flg(Clear Event Flag)イベントフラグをクリアする[タスク部用]
	3.5.3wai_flg(Wait Event Flag)イベントフラグを待つ[タスク部用]
	pol_flg(Poll Event Flag)イベントフラグを得る[タスク部用]

	3.5.4flg_sts(Get Event Flag Status)イベントフラグ状態を参照する[タスク／非タスク部両用]
	3.5.5sig_sem(Signal Semaphore)セマフォに対する信号操作(V命令)[タスク部用]
	isig_sem(Interrupt Signal Semaphore)セマフォに対する信号操作(V命令)[非タスク部用]

	3.5.6wai_sem(Wait on Semaphore)セマフォに対する待ち操作(P命令)[タスク部用]
	preq_sem(Poll and Request Semaphore)セマフォ資源を得る[タスク部用]

	3.5.7sem_sts(Get Semaphore Status)セマフォ状態を参照する[タスク／非タスク部両用]
	3.5.8snd_msg(Send Message to Mailbox)メッセージを送信する[タスク部用]
	isnd_msg(Interrupt Send Message to Mailbox)メッセージを送信する[非タスク部用]

	3.5.9rcv_msg(Receive Message from Mailbox)メッセージの受信を待つ[タスク部用]
	prcv_msg(Poll and Receive Message)メッセージを受信する[タスク部用]

	3.5.10mbx_sts(Get Mailbox Status)メイルボックス状態を参照する[タスク／非タスク部両用]

	3.6割込み管理システムコール
	3.6.1ret_int(Return From Interrupt Handler)割込み処理ハンドラから復帰する[非タスク部用]
	3.6.2chg_ims(Change Interrupt Mask Level)割込みマスクを変更する[タスク部用]
	3.6.3ims_sts(Get Interrupt Mask Level Status)割込みマスクを参照する[タスク／非タスク部両用]

	3.7時間管理システムコール
	3.7.1set_tim(Set Time)システムクロックを設定する[タスク／非タスク部両用]
	3.7.2get_tim(Get Time)システムクロックの値を読み出す[タスク／非タスク部両用]

	3.8システム管理システムコール
	3.8.1get_ver(Get Version No)ニュークリアスのバージョン識別子を得る[タスク／非タスク部両用]


	第4章システムの構築
	4.1概要
	4.2ユーザ・アプリケーションプログラムの作成
	4.2.1タスクの作成
	4.2.2割込み処理ハンドラの作成
	4.2.3ユーザリセットルーチンの作成
	4.2.4ユーザ・アプリケーションプログラムのアセンブル

	4.3システム・アプリケーションプログラムの作成
	4.3.1タイマ初期設定ルーチン・タイマ割込みリセット処理の作成
	4.3.2システム・アプリケーションプログラムのアセンブル

	4.4HI8-3Xのセットアップファイルの作成
	4.4.1システム定義テーブルの作成
	4.4.2タスク定義テーブルの作成
	4.4.3イベントフラグ定義テーブルの作成
	4.4.4セマフォ定義テーブルの作成
	4.4.5メイルボックス定義テーブルの作成
	4.4.6HI8-3XのRAM領域の定義およびシステム管理テーブルの作成
	4.4.7セットアップファイルのアセンブル

	4.5割込みベクタテーブルの作成
	4.5.1割込みベクタテーブルの作成
	4.5.2割込みベクタテーブルのアセンブル

	4.6システムの結合
	4.6.1HI8-3Xシステム結合方法
	4.6.2リンケージの実行

	4.7システムの起動
	4.7.1H8/300シリーズASEによるダウンロード
	4.7.2ハードウェア環境への搭載によるダウンロード(Power ONによる起動)

	4.8システムの異常終了

	第5章Cインタフェース
	5.1概要
	5.2タスク
	5.3ハンドラ
	5.3.1割込みハンドラのコーディング
	5.3.2ユーザリセットルーチンのコーディング

	5.4実行形式プログラムの作成
	5.4.1オブジェクトモジュールの作成
	5.4.2オブジェクトモジュールの結合

	5.5C言語インタフェースライブラリの作成

	付録
	付録A.コンソールドライバの例題
	A.1コンソールドライバの概要
	A.2ユーザタスクによるコンソール入出力処理
	A.3コンソールドライバの機能
	A.4メッセージフォーマット
	A.5コンソールドライバのequate定義
	A.6コンソールドライバの登録
	A.7コンソールドライバのアセンブル
	A.8コンソールドライバの構成

	付録B.システムコール一覧
	B.1HI8-3Xシステムコール・アセンブラインタフェース一覧
	B.2HI8-3Xシステムコール実例集(アセンブラフォーマット)
	B.3HI8-3Xシステムコール・Cインタフェース一覧
	B.4HI8-3Xシステムコール・実例集(Cフォーマット)

	付録C.エラーコード一覧
	C.1システム異常終了時のエラーコード一覧
	C.2HI8-3Xシステムコール　エラーコード一覧

	付録D.メモリ容量の算出
	D.1セットアップテーブル容量の算出表
	D.2各タスク用スタック領域の算出表
	D.3割込みハンドラ用スタック領域の算出表
	D.4作業領域の算出表

	付録E.C構造体一覧
	E.1T_MSG　メイルボックスメッセージ構造体
	E.2T_TIM　時間構造体
	E.3T_VER　バージョン構造体

	付録F.システム構築の例
	F.1概要
	F.2システムの構成
	F.2.1ハードウェア構成
	F.2.2ソフトウェア構成一覧

	F.3メモリマップ
	F.4セットアップテーブル
	F.4.1システム定義テーブル
	F.4.2タスク定義テーブル
	F.4.3イベントフラグ定義テーブル
	F.4.4セマフォ定義テーブル
	F.4.5メイルボックス定義テーブル
	F.4.6HI8-3XのRAM領域の定義およびシステム管理テーブル

	F.5割込みベクタテーブル
	F.6HI8-3Xシステムの構築手順
	F.7HI8-3Xのロードモジュール生成
	F.7.1割込みベクタテーブルのアセンブル
	F.7.2セットアップテーブルのアセンブル
	F.7.3標準提供コンソールドライバのアセンブルｂｖｂ
	F.7.4システムの結合
	F.7.5実行形式ロードモジュールのロード
	F.7.6実行形式ロードモジュールの実装
	F.7.7HI8-3Xの起動


	付録G.ASCIIコード表
	G.1ASCIIコード表

	付録H.索引
	H.1五十音順・索引
	H.2アルファベット順・索引



